
方法 ※　◎は観点の中でより重視するところです。

　日本史のアーカイブ（東京法令出版）

　学習の目標

４５％程度以上

4 3 2 1

50%

ノート

課題

規準

　我が国の歴史の展
開に対する関心と課
題意識を高め、意欲
的に追求するととも
に、国民としての自
覚と国際社会に主体
的に生きる日本人と
しての責任を果たそ
うとする。

　我が国の歴史の展
開から課題を見出
し、世界史的視野に
立って多面的・多角
的に考察し、我が国
の文化と伝統の特色
についての認識を深
めるとともに、国際
社会の変化を踏まえ
公正に判断する。

　我が国の歴史の展
開に関する諸資料を
収集し、有用な情報
を選択して活用する
ことを通して、歴史
的事象を追究する方
法を身に付けるとと
もに、追求し考察し
た過程や結果を適切
に表現する。

　我が国の歴史の展
開についての基本的
な事柄を世界史的視
野に立って総合的に
理解し、その知識を
身に付けている。

◎ ○

使用教科書
(出版社)

　新選日本史Ｂ（東京書籍）

　評価の観点・方法・割合

観点 関心・意欲・態度

日本史Ｂ科目名

　我が国の歴史の展開を、世界史的視野に立って総合的に考察し、我が国の文化と伝統の特
色について認識を深めるとともに、歴史的思考力を培い、国民としての自覚と国際社会に主
体的に生きる日本人としての資質を養う。

　教科担当者から

　日本史Ｂでは、前近代（原始～江戸時代）の歴史を中心に学習します。我が国の歴史を広
く深く学んでいくことになりますが、近畿地方や九州地方だけでなく、私たちが住んでいる
北海道（蝦夷地）の歴史や先人たちの生活の様子にも目を向けます。「歴史を積み上げてき
た人々の生き方を参考にして、未来を自分の手で切り拓く」という意識を持って授業に臨ん
で欲しいと考えています。現代の視点から歴史の因果関係を客観的にひもとく力は、今後の
未来を作る私たちにも必要な力です。先人たちがそのとき何を考え、どのように感じ、どう
してきたのか想像しながら学んでいきましょう。

履修学年 第３学年

履修形態 必修

履修単位 ４単位

資料活用の技能・表現 知識・理解思考・判断

使用教材
(出版社)

○

観察 ◎

5
３０％程度未満

10% 20% 20%

８５％程度以上 ７０％程度以上

◎ ○

３０％程度以上

◎

小テスト

考査 ◎

○ ○

○ ○

割合

　評価の基準　※ 満点を100点としたとき
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関 思 資 知

○
○

○
○ ○

○
○

○
○ ○

○
○

○
○ ○

○
○

○

○
○ ○

○
○

単元名／学習内容 学習のねらい

4～6 第１章　古代国家の形成と古代文化
前期

8

評価の観点

　学習内容  

学期 月 時間

３．律令国家の形成と古代文化の展開
7

　原始社会の人々の生活の変化、大和朝
廷による統一、律令に基づく古代国家の
成立と推移及び文化の形成について、理
解するとともに説明できるようにする。

7
２．農耕社会の形成と大陸文化の摂取

４．摂関政治と文化の和様化

１．原始社会の生活と文化

8
（含：前期中間考査）

　武家社会の成立から戦国大名の時代に
至る武家社会の進展と文化の展開につい
て、東アジアの動向と関連付けて理解す
る。

１．中世社会の成立
２．武家社会の形成と東アジア

第２章　武家社会の形成と生活文化のめばえ6～8

7
7

（含：前期期末考査）

１．ヨーロッパ文化との接触と国内統一 8
２．幕藩体制の成立 8

　織田・豊臣政権や江戸幕府による幕藩
体制の成立過程について、ヨーロッパ世
界との接触や鎖国などの対外関係と関連
付けて理解する。

8～9 第３章　近世社会の形成と庶民文化の展開

後期 10 第３章　近世社会の形成と庶民文化の展開

４．幕藩体制の動揺と庶民文化の発達
３．近世社会の発達と町人文化 8

8

１．開国から明治維新へ 8
8

３．日本の近代化と東アジア
２．立憲政治の形成と国民文化

　開国から江戸幕府の滅亡、明治政府の
成立からの我が国の近代化のあゆみにつ
いて、アジアや欧米諸国との関係の推移
と関連付けて理解する。また、近代産業
の発展と国民生活の向上、学問の発展と
教育制度の拡大など総合的に理解する。
第一次世界大戦から第二次世界大戦に至
る我が国の歴史について、世界情勢や国
内の動きと関連付けて理解する。

11～1 第４章　近代国家の形成と国民文化の発展

５．激動する世界と日本 7

7
４．デモクラシーと第一次世界大戦 7

（含：後期中間考査）

3
2

1

１．占領と国内改革
２．国際社会への復帰と高度経済成長

第５章　現代の世界と日本

３．石油危機と低成長の時代 1
４．新しい国際秩序と日本の課題 1

120

　第二次世界大戦の終結から今日に至る我が国
の歴史について、世界の動向と関連付けて理解
するとともに、我が国の課題や役割について考
察し、説明できるようにする。（含：学年末考査）
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